
■外務⼤⾂からの感謝状の授与について 【企画部 企画課】

 洪⽔被害を受けたタイへの排⽔⽀援の⼀環として四国地⽅整備局から国際緊急援助
隊に派遣された以下の２名に対し、５⽉１８⽇（⾦）に外務⼤⾂から感謝状が授与さ
れました。また、併せてレセプションも開催されました。
 
○対象者
 ・藤⼭ 究
   四国地⽅整備局 企画部 技術開発調整官
   （現 企画部 技術調整管理官）
   派遣期間：平成２３年１１⽉１５⽇〜１２⽉８⽇
 ・鎌⽥ 卓
   四国地⽅整備局 河川部 河川計画課 計画第⼆係⻑
   （現 環境省 ⽔・⼤気環境局 ⽔環境課 下⽔道係⻑）
   派遣期間：平成２３年１２⽉６⽇〜１２⽉２５⽇

○タイでの活動内容
 国際緊急援助隊専⾨家チーム（排⽔ポンプ⾞チーム）として、国⼟交通省から現地
に派遣された排⽔ポンプ⾞を使った氾濫⽔の排⽔対策に関する指導・助⾔を⾏いまし
た。

■⼟器川⽔防演習の開催  【⾹川河川国道事務所】

 ５⽉２０⽇（⽇）⾹川県丸⻲市垂⽔町地先の⼟器川左岸（⼟器川⽣物公園前）河川
敷において、⼀般の⽅々も含め１，２００⼈以上の参加のもと平成２４年度⼟器川⽔
防演習を開催いたしました。
 演習は、⼤規模洪⽔が発⽣することを想定し、国⼟交通省、⾹川県、⼟器川流域の
関係市町と各⽔防（消防）団、警察、陸上⾃衛隊、⽇本⾚⼗字社、四国電⼒、ＮＴＴ
など関係機関が、⼟器川の洪⽔被害の防⽌・軽減、早期復旧のための「⽔防⼯法の習
得、情報伝達、⼈命救助、ライフライン復旧等」を中⼼に演習を⾏いました。
 また、地域住⺠にも⽔防活動などを体験していただくため、⾃主防災会や⾹川⼤学
⼯学部の学⽣にも⽔防⼯法訓練に参加していただきました。
 演習会場では、⼀般参加者に⽔防⼯法を⾝近に感じてもらうため、家庭で出来る⽔
防⼯法体験やロープワーク体験、降⾬体験など多くの⽅々に実際に触って体感しても
らいました。
 四国地⽅は６⽉８⽇に梅⾬⼊りし、先⽇は６⽉としては８年振りとなる⽇本列島へ
の台⾵上陸がありました。これから本格的な出⽔期を迎えるにあたり、今後とも関係



機関と連携し、防災に万全の備えを⾏っていきたいと考えています。

■「波介川河⼝導流事業通⽔式」の開催 【⾼知河川国道事務所】

 ⾼知県⼟佐市の市街地周辺の浸⽔対策として整備を進めてきた波介川河⼝導流路の
完成を迎え、５⽉１９⽇（⼟）⼟佐市新居緑地公園において、約２００⼈の出席のも
と通⽔式を開催しました。
 式典では、川崎四国地⽅整備局⻑の式辞から始まり、佐藤国⼟交通省技監の挨拶、
その後、尾崎⾼知県知事や地元選出の国会議員４名による祝辞を賜りました。さらに、
野仲⾼知河川国道事務所⻑の⼯事経過報告の後、波介川潮⽌堰の通⽔ボタン操作や地
元⼩学⽣の皆さんにも参加頂いたくす⽟開披を⾏い、最後に地元代表の板原⼟佐市⻑
から謝辞の⾔葉を頂きました。
 式典後は、同会場で⼟佐市主催のセレモニーが⾏われ、⼟佐市光の村の皆さんによ
る太⿎演奏や記念碑除幕、もち投げが開催され、地元の⽅々など多くの⽅々に参加を
頂きました。
 この波介川河⼝導流路の完成により、災害に強い街づくりが進められ、地域の⽣活
基盤の安定と、良好な⽣活環境の確保に⼤いに貢献するものと確信しております。

■波介川河⼝導流路の初運⽤ 【⾼知河川国道事務所】

 平成２４年６⽉１⽇より本格運⽤を開始した波介川導流路において、６⽉１９⽇台
⾵４号による出⽔により、６⽉１９⽇１３：３０から初めての洪⽔対応操作を⾏いま
した。

■第１回 ⾹川地域継続検討協議会の開催 【企画部 広域計画課 防災課】

 平成２４年５⽉８⽇に開催した⾹川地域継続検討協議会（仮称）設⽴シンポジウム
を踏まえ、南海トラフによる巨⼤地震に備えて、⾹川⼤学危機管理研究センターが中
⼼となり、⾹川地域の重要機能を担う機関の参加の下、地域全体の防災⼒向上を⽬指
した地域継続計画（ＤＣＰ）の検討、普及を図るため、「⾹川地域継続検討協議会」
を設置し、第１回協議会を開催しました。

  開催⽇：平成24年5⽉31⽇（⽊）
  開催場所：⾼松サンポート合同庁舎 低層棟2階 アイホール
  プログラム



    ・協議会設⽴趣旨説明
    ・協議会規約、構成員の確認
    ・議事（協議会の運営⽅法、年度計画）
 
 なお、本取組は、国の機関や地⽅公共団体のみならず、学識経験者や地元経済界な
ど４７機関が認識を共有し、四国が⼀体となって取り組むべき事項を⽰した「四国地
震防災基本戦略」に位置づけられています。

 四国地震防災基本戦略はこちら
  http://www.skr.mlit.go.jp/kikaku/senryaku/index.html

■「⾼松港朝⽇地区耐震強化岸壁」の供⽤式典開催  【⾼松港湾・空港整備事務所】

 ５⽉２６⽇（⼟）、「⾼松港朝⽇地区耐震強化岸壁」の供⽤式典を開催しました。 
 当式典は、室井国⼟交通⼤⾂政務官をはじめ、地元国会議員、県内沿岸⾃治体の 
⾸⻑ら約８０名の出席のもと、来場者を対象とした⾃衛隊による掃海艇の内部公開、
緊急物資輸送訓練も同時開催され、会場は熱気に満ちあふれていました。 
 本耐震強化岸壁は、平常時は船舶の⼤型化に対応した⽔深-12ｍを有する施設とし 
て利⽤され、また、⼤規模災害発⽣時には、海上から運搬される緊急物資の輸送拠点 
として活⽤されます。 
 また、当岸壁の完成にともない、バルク貨物を当岸壁にシフトし、コンテナターミ
ナルを２バ－ス化する港湾機能の再配置により、さらなる物流の効率化が⾒込まれま
す。 


